
定 例 記 者 会 見 
日時 ５月 28日（木）15時から 

  場所 市役所4階大会議室     

1 開  会 

2 配布資料の確認 

3 市長挨拶 

4 記者発表（市長） 

① GIGAスクール構想の推進の取り組み 

② 新型コロナウイルス感染症を踏まえ 

  災害時に備えた取り組み状況 

③ 韮崎中央公園ウォーキングコースの整備 

④ 生誕 110年 荘司福展 

⑤ 韮崎市立大村記念図書館６月季節展示 

「Over the Rainbow～虹の彼方へ～」 

⑥ にらさき子育てソング メッセージ募集 

⑦ サマーイルミネーション in にらさき 

5 質疑応答 

6 令和２年第２回韮崎市議会定例会案件について（総務課長・総合政策課長） 

7 質疑応答 

8 そ の 他 

9 閉  会 



① GIGAスクール構想の推進（学びの保障から個別最適化へ）の取組み 

■国の動向 

  令和元年１２月、文部科学省はＳociety5.0 時代を生きる子供たちにとって、令和時代

のスタンダードな学校像として、ひとりひとりに個別最適化され、創造性を育む教育ＩＣ

Ｔ環境の実現に向けて、「ＧＩＧＡスクール構想の実現」を打ち出し、令和２年度までの

全校への高速大容量通信ネットワークの完備と令和５年度までの児童生徒１人１台端末

の整備を進めることとされた。 

  本年４月、同省は新型コロナウイルス感染症対策のための学校の臨時休業を受け、災害

や感染症の発生時による学校の臨時休業等の緊急時においても、ＩＣＴの活用により全

ての子供たちの学びを保障できる環境を早急に実現するため、令和２年度中の１人１台

端末の前倒し整備や家庭におけるオンライン学習環境の整備を行うこととした。 

  また、経済産業省は、１人１台ＧＩＧＡスクールを新しい学習基盤とし、学びの

STEAM（文理融合）化、学びの個別化をキーワードに「未来の教室」の構築を目指すこ

ととしている。 

■これまでの取組み 

 ・H28～H30 文部科学省の「少子化・人口減少に対応した活力ある学校教育推進事業」 

の調査研究対象校として、穂坂小学校と韮崎北西小学校でタブレット端末

等のＩＣＴ環境の整備を行い、グループ学習や小小連携の遠隔授業等の実

践を重ねることで、ＩＣＴ環境による児童の発表力の向上と教員の授業指

導力の向上を図った。 

 ・R1～ ＩＣＴ支援員（学習アドバイザー・技術アドバイザー各１名）を配置 

 ・R2.4.30 穂坂小学校５学年の児童（11名）を対象に同時双方向型の遠隔授業を実施 

       ※タブレット端末を全児童、Wi-Fi 環境の整っていない家庭２世帯へモバイ 

ルルーター貸出 

 ・R2.5.8～ 韮崎東中学校で You Tube の限定配信を活用した片方向型のオンライン授業

を開始 

 ・R2.5.11～22 穂坂小学校の全学年に遠隔授業（概ね午前・午後各１時間）を拡大 

          ※家庭のＰＣ・通信環境の活用、未整備の家庭へはタブレット端末と 

通信機能付タブレットを貸与 

          ※18～22の間、市内各校の教員による授業参観 

 ・R2.5.20 韮崎北西小学校５学年の児童（26名）を対象に双方向型の遠隔授業を実施 

※タブレット端末を全児童、Wi-Fi 環境の整っていない家庭３世帯へモバイ 

ルルーター貸出 

 ・R2.5.29 市内全校（７校）の児童生徒の家庭の通信環境取りまとめ 

穂坂小の遠隔授業の様子（R2.4.30）    韮崎北西小の遠隔授業の様子（R2.5.20） 
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■今後の取組み（予定） 

＜ＩＣＴ機器整備・人材配置＞（国のR2補正予算を活用し、6月補正予算計上） 

① 学習者用コンピュータ端末（１人１台）              ２，０４４台 

② 指導者用コンピュータ端末                      ９２台 

③ 遠隔授業用通信装置（マイク・スピーカー外）           ３６セット

（小学校各６セット・中学校各３セット） 

④ 貸出用モバイルWi-Fi ルーター                    ２２８台 

⑤ 障害に対応した入出力支援装置（音声文字変換システム）          １式 

⑥ ＧＩＧＡスクールサポーター（環境整備を推進するＩＣＴ技術者）      １名 

                                             総事業費 １２７，００７千円 

＜オンライン指導を通じた個別学習の推進＞ 

○臨時休校の長期化により、通常の学習指導で指導を終えることが困難な場合の特例

的な対応として、個人でも実施可能な学習活動の一部についてＩＣＴを活用し、「で

きる学校」「できる学年」「できる学級」「できる家庭」に順次、拡げていく。 

（同時双方型及び片方向型オンライン授業、オンライン教材・動画等の視聴） 

   ※家庭の通信環境調査を踏まえ、必要な家庭には端末・モバイルルーターを貸与 

＜EdTech（エドテック）導入を見据えた「未来の教室」へのトライアル＞

  ○第７次総合計画で取り組むとしている、「社会の変化へ対応するための情報教育など

“生きる力”を育む学習の学校教育活動での推進」や「情報科学や自然科学に秀でた人

材の育成」を目指し、Ｓociety5.0 時代を生きる子ども達の確かな基礎学力を土台とし

た想像力を育むため、経済産業省が進める EdTech 導入実証事業への参加をはじめ、

事業者との連携を積極的に推進していく。 

   初期段階として、ＮＴＴ東日本が提供する、タブレットや電子黒板等を用いた授業等

において活用できる学習支援クラウドサービス「おまかせ教室 ラインズ e ライブラ

リ」を、穂坂小学校で先行実施する。 

 【サービス概要】 

学校で求められている「確かな学力の向上」を豊富なデジタル教材と多彩な機能を通 

してさまざまな角度からサポートする学習指導・教材ソフト 

（小学校は国語、算数、理科、社会の４教科で各教科書に準拠、インターネット接続環 

境があれば家庭学習でも単元別の約６万問のドリルを利用可） 

 【実施予定期間】 

R2.６月上旬～6.30 

※Ｓociety5.0：サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムに 

より、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）のこと。 

学校教育関連では、H30.11の「まち・ひと・しごと創生会議・規制改革推進会議合同会

議に柴山文部科学大臣から提出された「柴山・学びの改革プラン」でＳociety5.0 時代の教

育が提唱された。 

※EdTech：Education（教育）×Technolpgy（科学技術）を掛け合わせた造語。AＩ、ＩoT、ＶＲ等 

のテクノロジーを活用した革新的な能力開発技法のこと。 

■問い合わせ 教育課 学校教育担当 ０５５１－２２－１１１１（内線２６０） 
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② 新型コロナウイルス感染症を踏まえ 

災害時に備えた取り組み状況 

１ 市指定避難所以外の施設増設への取り組み 

① 各小中学校/施設利用合意書以外の教室等の利用依頼（各学校で検討） 

② 協定締結先の損害保険ジャパン日本興亜㈱ （研修施設利用の承諾） 

個室（約６畳）：200室 ホール：約40人 

③ 韮崎旅館組合へ施設利用について依頼（組合で協議） 

  清水屋旅館、穴山温泉能見荘、若神楼、ホテル神の湯温泉 

 ④ ホテルルートインコート韮崎へ施設利用について打診（検討） 

２ 民間事業者提供の動画セミナー受講 

① 第１回（4/15/水）【避難所運営のあり方】 

市長ほか幹部職員 

② 第２回（4/28/火）【運用編/避難所における手洗い・手指消毒強化】 

    市長ほか全職員 

③ 第３回（6/3/水/予定）【危機管理における「対策本部運営」のあり方】 

   市長ほか幹部職員 

３ チラシの全戸配布（5/26/火）【避難における5つのポイント（別添）】 

４ 広報６月号掲載【もしものために「今」備えよう】 

５ 避難所用物品等 

 避難所内でのプライバシー確保のため、協定を締結している㈱モンベル製 

の屋内避難所用テントを調達することとした。 

６ 新型コロナウイルス等感染症を踏まえ、避難所を開設運営する際に、市が 

行うこと、市民が避難行動を取る際のフローなどを示した、新たな「避難所 

開設運営方針及び避難行動マニュアル」の作成を現在進めている。 

【主な内容】 

・過密状態防止 「避難の分散化」「避難スペースの分散化」 

  ・感染予防   「衛生管理」「健康管理」 

  ・感染者が発生した場合の対応、物資資材等の準備 など 

７ 問い合わせ 総務課 危機管理担当（内線339・399） 
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「自らの命は自らが守る」意識を持ち、適切な避難行動をとりましょう

知っておくべき5つのポイント
●避難とは[難]を[避]けること。

安全な場所にいる人まで避難場所に行く
必要はありません。

● 避難先は、小中学校・公民館だけではあり
ません。安全な親戚・知人宅に避難するこ
とも考えてみましょう。

● マスク・消毒液・体温計が不足しています。
できるだけ自ら携行してください。

● 指定する避難場所、避難所が変更・増設す
る可能性があります。災害時にはホームペ
ージ等で確認してください。

●豪雨時の屋外の移動は車も含め危険です。
やむをえず車中泊をする場合は、浸水しない
よう周囲の状況等を十分確認してください。

新型コロナウイルス感染症が収束しない中でも、

内閣府（防災担当）・消防庁

山梨県 防災局 防災危機管理課

韮崎市 総務課 危機管理担当

0551-22-1111（内線339,399）

災害時には、危険な場所にいる人は
避難することが原則です。…………………………………

……………………………………
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避 難 行 動 判 定 フ ロ ー

ハザードマップ※で自分の家がどこにある
か確認し、印をつけてみましょう。

ハザードマップは浸水や土砂災害が発生するおそれの
高い区域を着色した地図です。着色されていないところ
でも災害が起こる可能性があります。

※

色が塗られていなくても、周りと比べて低い土
地や崖のそばなどにお住まいの方は、市からの
避難情報を参考に必要に応じて避難してくださ
い。

家がある場所に色が塗られていますか？

※浸水の危険があっても、
①洪水により家屋が倒壊又は崩落してしまう
おそれの高い区域の外側である
②浸水する深さよりも高いところにいる
③浸水しても水がひくまで我慢できる、
水・食糧などの備えが十分にある
場合は自宅に留まり安全確保することも
可能です。

※土砂災害の危険があっても、丈夫なアパー
ト等の上層階に住んでいる場合は自宅に留ま
り安全確保することも可能です。

いいえ

例外災害の危険があるので、原則として※ 、
自宅の外に避難が必要です。

ご自身または一緒に避難する方は避難に
時間がかかりますか？

いいえ

はい

はい

はい はいいいえ いいえ

安全な場所に住んでいて身を寄せられる
親戚や知人はいますか？

安全な場所に住んでいて身を寄せられる
親戚や知人はいますか？

警戒レベル３
避難準備・高齢者等
避難開始が出たら、
安全な親戚や知人宅
に避難しましょう(日
頃から相談しておき
ましょう)

警戒レベル３
避難準備・高齢者等
避難開始が出たら、
市が指定している指
定福祉避難所の開設
を確認して、避難し
ましょう

警戒レベル４
避難勧告が出たら、
安全な親戚や知人宅
に避難しましょう(日
頃から相談しておき
ましょう)

警戒レベル４
避難勧告が出たら、
市が指定している指
定緊急避難場所（指
定避難所）に避難し
ましょう

韮崎市 ハザードマップ 検索

今のうちに、
自宅が安全かどうかを

確認しましょう！
…………………………………

スタート！ あなたがとるべき避難行動は？

-5-



③ 韮崎中央公園ウォーキングコース整備 

■事業の概要  市民の「歩く」ことについての関心が高まるよう、この度、韮崎中央公園に陸上競技

場からこども広場を回る約1.1 ㎞のコースと、競技場の外周を回る約0.7 ㎞の２つの

ウォーキングコースを整備した。 

コース名 概要 路面表示 

1.1㎞コース 陸上競技場～こども広場（約1.1㎞） 黄色の矢印 

0.7㎞コース 陸上競技場の外周（約0.7㎞） 緑色の矢印 

   ・案内看板設置（３箇所） 

   ・路面サイン表示設置（２コース） 事業費 1,264 千円 

■設置場所 韮崎中央公園（韮崎市藤井町北下條2531） ※ 下図参照 

■問い合わせ 健康づくり課 保健指導担当 0551-23-4310 
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⑤ 韮崎市立大村記念図書館６月季節展示 

「Over the Rainbow～虹の彼方に～」概要 

■展示名 

Over the Rainbow～虹の彼方に～ 

■企画の内容  

本の装丁に着目し、表紙が赤・オレンジ・黄・緑・青・水色・紫の7色の本を集め、虹を

表現した展示を行います。大きな虹のアーチを作り、その向こうにはイタリアの窓をイメー

ジし、窓に虹の絵が飾られている様子を再現する予定です。天井からは傘や雲、バルーンを

吊るし空模様を表現します。各色 20 冊、計 140 冊の本は、様々なジャンルのものです。

まず目で見て色を楽しんで頂き、その中から心情に合った本をお借り頂けると幸いです。 

■企画の意図 

イタリアの街では、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、外出が制限されている中、

子どもたちが虹の絵を描き、希望のメッセージを添えて家の窓に飾って住民を励ます運動

が行われており、それがソーシャルメディアなどを通じて今では世界各地に広がっている

そうです。 

新型コロナウイルス感染症の影響で世の中はまさに雨模様。雨季のように冷たい雨が降

っています。しかし、雨が通り過ぎた後には、美しい虹が架かります。虹は“希望”の象徴

であり、“希望”を持つことは人々の生きる糧となります。“明るい未来が待っている”とい

う“希望”を胸に、皆でこの苦境を乗り越えて行こうというメッセージを込めた展示会です。 

■展示場所 

 韮崎市立大村記念図書館  

■展示期間 

令和２年６月2日（火）～6月28日（日） 

■展示冊数 

140冊（20冊×７色） 

■開館時間 

 10時～16時 40分 

 ※入館は、事前予約で、制限がありますのでお問い合わせください。 

■問い合わせ 

 韮崎市立大村記念図書館 TEL:0551-22-4946 
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